
【小学生の部】 アクション・レポート部門 未来賞 

「コンポストかんさつ日記」 

明治学園小学校 ３年 野入
の い り

 桃子
も も こ

 

 

 家から出たゴミは、やいてしょりされる。生ゴミは水分が多いのでやくのに時間もかかるし、CO２の

出る量もふえる。 

 「家から出る生ゴミを家でしょり出来れば、かんきょう問題は少しでも変わるのかもしれない。」 

わたしがコンポストをはじめたきっかけはこれだ。どうせやるなら楽しい方がいい。わたしは、かんさ

つ日記をつけることにした。 

 一日の生ゴミの量は、やく２００ｇ。一か月の生ゴミの量はやく６０００ｇ、生ゴミは８割が水分なので

計算してみたら、やく１２００ｇになる。数字化すると、ぼんやりしていたものが見えやすくなった。 

 生ゴミ以外にもわかったことがある。び生物は目に見えないほど小さいのに、生ゴミを分かいでき

るほどの大きな力があってすごい。しかも、好ききらいがあって面白い。肉やごはんなど好きなもの

だと土がとてもあたたかくなるけれど、コーヒーの出がらしや野菜の皮だと反応がうすい。コンポスト

に入れた野菜くずから根とめが出たこともあったし、かんさつしてみると発見があって楽しい。 

 やってみたらと母にすすめられた時は、 

「ええて。毎日の生ゴミ調査と、び生物のお世話なんて、めんどうくさそう。」 

そう思ったのが正直な気持ちだ。そんなわたしが、３か月も続けられた。実は思っていたほど大変な

ことではなかったのだ。生ゴミをとっておいて次の日の朝、重さをはかる。写真に写して、コンポスト

へ入れる、これだけ。 

 結果から言うと、生ゴミを出さないので、家から出る家庭ゴミの量はへった。ゴミぶくろの「大」を使

っていたのが、今は「中」か「小」だ。ゴミ出しは父の担当なので、 

「重くない～！くさくない～！」 

とよろこんでくれている。そんな父の笑顔を見ると、わたしもうれしい。においもへってゴミもへって、

ほめられるなんて良いことづくしじゃないか。 

 この活動をしたことでＣＯ２がへったのかは、残念ながらわからない。でも、わが家のゴミ事情は明

らかに変わった。そして、新しい目ひょうも見つかった。このコンポストで作ったたいひで野菜を育て

ることだ。新しい発見を、わたしは今から楽しみにしている。 

 


































